
・上下水道料金改定と下水道接続推進について
・消防団新体制
　こんにちは町長です
・サクラがいっぱい香美町
・犬の登録・狂犬病予防注射
・行政トピックス
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )

今月号の主な内容
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

… P.  2 ～  3
… P.  4

… P.  5
… P.  6
… P.  7 ～  9
… P.10 ～ 11
… P.12

5

香美町広報
平成20年 5月号
（第 38 号）

【写真】

鉄橋のサクラ満開
全国からファン詰め掛ける  

余部鉄橋

　鉄橋架替に伴い閉鎖される
こととなった餘部駅東側の
展望台。この展望台から見ご
ろとなったサクラと鉄橋を撮
影しようと、4 月 5 日、6 日
の土日には、全国から多くの
ファンが詰め掛けていまし
た。
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上
下
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

上
下
水
道
料
金
改
定
検
討
委
員
会
か
ら
提
言

　

上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
旧
３
町

の
料
金
、
負
担
金
な
ど
の
大
き
な
格
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
合
併
協
議
の
中
で
、
合

併
後
３
年
間
は
合
併
前
の
料
金
と
し
、
４

年
目
に
統
一
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
12
月
に
「
香
美
町
上

下
水
道
料
金
改
定
検
討
委
員
会
（
委
員
16

名
）」
を
設
置
し
、
検
討
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
町
当
局
作
成
の
素
案
を

も
と
に
８
回
に
わ
た
る
協
議
を
し
て
い
た

だ
き
、
３
月
末
に
次
の
と
お
り
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

町
は
、
こ
の
提
言
を
も
と
に
町
民
の
皆
さ

ん
に
改
定
案
を
説
明
し
、
ご
理
解
を
得
た

上
で
議
会
の
審
議
を
い
た
だ
き
、
本
年
度

中
に
第
１
次
改
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

１ 

上
下
水
道
会
計
の
現
状
と
今
後
の
推
移

　

現
行
料
金
で
推
移
し
た
場
合
、
平
成
19

年
以
前
の
事
業
費
借
入
金
の
返
済
が
、
23

年
度
以
降
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
か
ら

急
激
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
結
果
、

旧
３
町
料
金
の
統
一
化
を
図
る
だ
け
で
は
、

必
要
経
費
に
対
応
で
き
ず
、
今
後
10
年
間

で
み
る
と
多
額
の
累
積
赤
字
が
想
定
さ
れ

る
。

２ 

提
言
内
容

○
基
本
方
針

 

10
年
後
（
平
成
28
年
度
末
）
に
は
両
会

計
と
も
収
支
均
衡
を
図
る
こ
と
。

○
料
金
改
定
方
策

①
水
道

　

累
積
赤
字
額
の
全
額
を
料
金
改
定
で
解

　

消
す
る
こ
と
。

②
下
水
道

　

累
積
赤
字
額
の
２
割
を
料
金
改
定
で
、
８
割

　

を
一
般
会
計
で
補ほ

て

ん填
し
解
消
す
る
こ
と
。

③
料
金
改
定
は
、
３
区
別
格
差
が
大
き
い

　

た
め
、
第
１
次
（
平
成
20
年
度
）、
第
２

　

次
（
平
成
23
年
度
）、
第
３
次
（
平
成
26

 

年
度
）
の
３
段
階
と
す
る
こ
と
。

④
３
区
別
の
赤
字
額
の
違
い
か
ら
、
第
１

　

次
、
第
２
次
は
３
区
別
料
金
と
し
、
統

　

一
（
同
一
料
金
化
）
の
時
期
を
第
３
次

　

の
平
成
26
年
度
と
す
る
こ
と
。

⑤
下
水
道
整
備
事
業
が
お
お
む
ね
終
了
し
た

　

こ
と
に
よ
り
、
人
件
費
の
削
減
を
中
心

　

に
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
。
人
件
費

　

削
減
の
た
め
、
平
成
20
年
度
に
水
道
課
・

　

下
水
道
課
の
統
合
を
行
い
、
人
員
を
縮

　

減
す
る
こ
と
。（
水
道
約
2
億
２
０
０
万

　

円
、
下
水
道
約
１
億
１
５
０
０
万
円
の

　

削
減
）

⑥
減
免
規
定
は
基
本
的
に
は
廃
止
す
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
独
居
老
人
世
帯
の

　

既
存
の
減
免
規
定
（
村
岡
区
、
小
代
区
）
に

　

つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
３
年

　

間
は
残
す
こ
と
。

⑦
累
進
性
単
価
を
採
用
す
る
が
、
大
量
使

　

用
に
対
し
て
は
、
現
行
よ
り
緩
や
か
な

　

累
進
性
と
す
る
こ
と
。

○
基
本
条
件

①
下
水
道
接
続
率
を
平
成
28
年
度
末
に
は
、

　

80
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
。（
現
在
の

　

水
道
会
計
で
は
、
今
後
、
維
持
管
理
が

中
心
と
な
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
目
立

ち
、随
時
更
新
工
事
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

香
住
区
の
上
水
道
は
、
水
源
の
枯
渇
に
伴

う
新
水
源
の
確
保
に
合
わ
せ
、
浄
水
施
設

の
建
設
が
必
要
。
一
方
、
使
用
料
収
入
は

産
業
の
低
迷
、
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り

現
状
よ
り
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
10
年
後
（
平
成
28
年
度
末
）
の
累

積
赤
字
額
は
４
億
１
千
万
円
が
想
定
さ
れ

る
。

　

下
水
道
会
計
で
は
、
使
用
料
収
入
は
今

後
、
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
基
金
は
負
担

金
が
旧
３
町
で
差
が
あ
っ
た
た
め
、
平

成
21
年
度
で
底
を
つ
き
赤
字
と
な
る
見
込

み
。
公
債
費
（
借
入
金
返
済
）
は
、
下
水

道
整
備
工
事
の
終
了
に
伴
い
、
今
後
は

借
入
金
償
還
の
段
階
に
入
っ
て
い
く
こ
と

か
ら
増
加
し
、
10
年
後
の
累
積
赤
字
額
は

16
億
８
千
万
円
が
想
定
さ
れ
る
。

　

接
続
率
57
・
6
％
）

②
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限

　

の
も
の
と
す
る
こ
と
。

③
香
住
区
の
浄
水
場
建
設
は
、
安
心
、
安

　

全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
整

　

備
を
す
る
こ
と
。

○
特
に
配
意
す
べ
き
事
項

①
民
間
委
託
を
含
め
た
維
持
管
理
費
の
削

　

減
、
整
備
事
業
費
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
。

②
下
水
道
の
接
続
率
向
上
対
策
の
強
化
を

　

図
る
こ
と
。

③
毎
年
収
支
計
画
を
検
証
し
、
そ
の
達
成

　

を
図
る
こ
と
。

別表１　水道・下水道料金改定案
（水道口径 13㎜、水量 30㎥の場合、単位 : 円）

○
料
金
改
定
案
お
よ
び
料
金
改
定
案
比
較
グ
ラ
フ

　

（
別
表
１
、２
の
と
お
り
）
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ふ
る
さ
と
の
美
し
い
川
や
海
、
街
並
み
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
下
水
道
が
必
要
で
す
。

下
水
道
使
用
可
能
後
、
原
則
3
年
以
内
の
接
続
を
！

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

の
皆
さ
ん
は
、
排
水
設
備
を
設

置
い
た
だ
き
、
汚
れ
た
水
を
下

水
道
へ
流
し
て
く
だ
さ
い
。
町

の
下
水
道
条
例
で
は
、
使
用
可

能
後
、
遅
く
て
も
３
年
以
内
に

下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
場
の
汚
水
を
流
す
場
合
は
、

事
前
の
届
出
や
、
汚
水
の
水
質

改
善
の
た
め
、
新
た
に
排
水
設

備
の
設
置
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

早
期
接
続
を
！

区 処理区 接続率 供用開始年月日

香

住

区

香住 27.3％ H18.5（一部 H16.3）
奥佐津 61.9％ H14.8（一部 H13.4）
相谷 68.2％ H13.4
安木 74.3％ H10.12
佐津 87.7％ H9.3
柴山 65.7％ H15.3（一部 H13.4）
長井北 86.0％ H9.3
長井南 87.8％ H10.3
余部 80.3％ H11.3
鎧 78.1％ H12.4
御崎 90.9％ H13.4

合併浄化槽 100.0％ H8 ～
香住区全体 48.1％

村

岡

区

村岡 78.3％ H12.12（一部 H9.3）
兎塚 55.9％ H16.12（一部 H14.3）
射添 67.7％ H17.12（一部 H10.11）
大笹 88.1％ H16.12（一部 H2.1）
山田 52.2％ H15.8（一部 H14.10）
境 63.6％ H16.3
作山 68.8％ H17.1

合併浄化槽 100.0％
村岡区全体 70.7％

小

代

区

小代北 70.5％ H15.3（一部 H14.3）
小代南 61.7％ H14.6（一部 H14.4）
神場 41.7％ H14.4

合併浄化槽 100.0％
小代区全体 67.5％

各処理区別下水道接続率
（公共マスの接続による接続率、平成 20 年 3 月末現在）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
部
上
下
水
道
課

接
続
に
利
子
補
給
制
度

別表２ 水道料金・下水道料金・上下水道合算料金改定案比較グラフ
（水道口径 13㎜、水量 30㎥の場合、単位：円）

①水道料金 ②下水道料金 ③上下水道 合算料金

　

下
水
道
接
続
の
た
め
の
改
造
資

金
を
借
り
入
れ
た
場
合
、
利
子
補

給
（
３
％
以
内
）
の
制
度
が
あ
り

ま
す
（
使
用
可
能
後
３
年
以
内
の

接
続
の
場
合
に
限
る
）

香美町全体 57.6％
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４
月
20
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
香
美
町

消
防
団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
本
城
繁
信
団
長
以
下
、
団
員
ら

５
７
４
人
が
出
席
し
、
団
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
辞

令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
の
新

入
団
員
は
38
名
で
し
た
。

　

式
で
は
、
藤
原
町
長
が
「
発
足
４
年
目
を
迎

え
ら
れ
た
香
美
町
消
防
団
が
、
さ
ら
に
一
致
結

束
さ
れ
、
町
民
の
期
待
に
大
い
に
応
え
て
い
た

だ
く
よ
う
、
一
層
の
ご
精
励
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
小
代
第
4

分
団
佐
坊
部
所
属
の
今
井
謙
作
さ
ん
が
「
消
防

団
員
の
一
員
と
し
て
、
訓
練
を
重
ね
な
が
ら
災

害
の
防
御
に
努
め
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
力
い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度 

消
防
団
出
初
式　

ま
ち
の
安
全
安
心
を
守
る
！

◇
団
長
…
本
城
繁
信

【
香
住
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
青
山
喜き

い

ち一

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
石
田
俊

し

ゅ

ん

い

ち一
、

　

佐
藤
尚し

ょ

う

む武
、
西
内
一
博

◇
分
団
長

・
支
団
本
部
…
福
島
勉
、
三
輪
典の

り

ゆ

き志
、

　

磯
田
啓
介
、
渡
邉
孝
、
橋
本
昭
弘
、

　

山
﨑
清せ

い

こ

う公

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
大
谷
昌
之

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
山
中
信
裕

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
中
嶋
章
博

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
日
下
部
彰
一

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
山
田
吉よ

し

ず

み澄

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
浜
本
幸
広

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
嵯
峨
伸
也

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
寺
川
健
吾

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
吉
田
健
次
郎

・
奥
佐
津
第
１
分
団
…
…
中
瀬
圭
一

・
奥
佐
津
第
２
分
団
…
…
米
田
昭

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
清
水
幸
信

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
原
本
龍り

ゅ

う

き喜

　【
村
岡
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
西
村
功

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
古
家
学
、

　

今
後
武
司
、
東
俊
一

◇
分
団
長

・
支
団
本
部
…
前
田
博

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
谷
脇
文
雄

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
今
井
規
雄　

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
井
上
政
治

・
村
岡
特
設
第
４
分
団
…
小
谷
敏
幸

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
今
岡
正
喜　

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
石
原
裕
幸

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
中
村
真
人

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
井
上
呈
二
郎

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
西
垣
智

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
西
村
一
敏

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
福
田
博
文

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
石
井
好
次　

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
小
谷
佳
和

・
村
岡
第
10
分
団
…
…
…
石
井
寛
信

・
村
岡
第
11
分
団
…
…
…
山
本
良
雄

【
小
代
支
団
】

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
…
田
淵
正
一

◇
副
団
長
兼
副
支
団
長
…
吉
田
正
秀
、

　

邊
見
八
郎

◇
分
団
長

・
支
団
本
部
…
西
村
吉
弘
、
田
中
公
雄
、

　

古
岡
敏
幸
、
中
村
達
也
、
朝
倉
富
昭

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
今
井
寿
史

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
宮
脇
和
幸

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
井
上
直
樹　

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
井
上
武
志

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
小
林
謙
祐

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
中
村
好
宏

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
田
村
正ま

さ

と

も倫

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
毛
戸
公
彦

　

行政トピックス

▲式典で消防庁長官表彰の伝達を受け
　た香住支団本部分団長の三輪典

の り ゆ き

志さ
　ん（香住区一日市、写真左）と橋本
　昭弘さん（香住区丹生地、写真右）

　

香
美
町
で
は
、
今
年
4
月
か
ら
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
出
産
と
結
婚
を
対
象
に
、
町
長
か
ら
の

〝
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〞
を
お
贈
り
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

出
産
の
第
一
号
は
、
4
月
1
日
に
長
女
詩し

お

ん音

ち
ゃ
ん
の
出
生
を
届
け
出
さ
れ
た
山
本
孝
太
さ

ん
・
佳か

え恵
さ
ん
ご
夫
妻
（
香
住
区
上
計
）
に
、

ま
た
、
結
婚
の
第
一
号
は
、
8
日
に
上
嶋
広
太

さ
ん
・
え
り
か
さ
ん
ご
夫
婦
（
香
住
区
七
日
市
）

に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

 　
　
　 こ

ん
に
ち
は
町
長
で
す

▲出生のお祝いメッセージを
　受け取る山本さん

▲結婚のお祝いメッセージを
　受け取る上嶋さん夫婦

　

町
内
の
出
生
数
が
年
々
減
り
つ
つ
あ

る
中
で
、
少
し
で
も
多
く
の
若
い
方
々

に
結
婚
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
。
そ
ん

な
願
い
を
込
め
て
始
め
ま
し
た
〝
お
祝

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
〞。
こ
ん
な
に
早
く
第

一
号
を
お
贈
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

香
美
町
長
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●
融
資
の
対
象

　

町
内
に
６
ヵ
月
以
上
事
業
所
が
あ
り
、
申
請
時
に
町

の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
の
滞
納
が
な
い
中
小
企
業
事

業
者
。

●
融
資
内
容

資
金
名

短
期
資
金

長
期
資
金

資
金
使
途

運
転

運
転

設
備

限
度
額

（
万
円
）

１
０
０
０

５
０
０

１
０
０
０

年
利

1.7
％

2.2
％

融
資
期
間

1
年
以
内

５
年
以
内

7
年
以
内

　

※
短
期
と
長
期
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
長
期
の
運
転
、
設
備
の
併
用
は
で
き
ま
す
が
、
上

　
　

限
は
１
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

※
異
な
る
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
場
合
は
、

　
　

限
度
額
の
超
過
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

※
融
資
お
よ
び
返
済
方
法
は
取
扱
金
融
機
関
の
定
め

　
　

る
方
法
に
よ
り
ま
す
。

●
お
申
込
方
法

　

金
融
機
関
な
ら
び
に
香
美
町
商
工
会
本
所
・
村
岡
支

所
・
小
代
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
う

え
、
取
扱
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
取
扱
金
融
機
関

　

但
馬
銀
行
香
住
支
店
・
香
住
港
支
店
・
柴
山
支
店

・
村
岡
支
店
、
但
馬
信
用
金
庫
香
住
支
店
・
村
岡
支
店
・

美
方
支
店
、
み
な
と
銀
行
香
住
支
店
、
兵
庫
県
信
漁
連

香
住
加
工
支
店
、
た
じ
ま
農
協
香
住
支
店
・
村
岡
支
店
・

美
方
支
店

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
部
観
光
商
工
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

香
美
町
商
工
会
本
所
℡
０
７
９
６
・
36
・
０
１
２
３

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
の
ご
案
内

　

香
美
町
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

は
じ
め
、
兵
庫
県
内
に
自
生
す
る

5
種
類
の
サ
ク
ラ
（
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、
キ
ン
キ
マ
メ
ザ

ク
ラ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、
オ
オ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
）
の
す
べ
て
が
存
在
し
て

お
り
、
県
内
で
も
大
変
珍
し
い
ま

ち
で
す
。

　

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
平
成
18
年

度
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
サ

ク
ラ
を
〝
町
花
〞
の
一
つ
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

合
併
後
2
ヵ
年
に
わ
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

 
兵
庫
県
内
に
自
生
す
る
サ
ク
ラ
の
す
べ
て
が
あ
る

 
サ
ク
ラ
が
い
っ
ぱ
い　

香
美
町

※役場各課など主な施設の電話番号は、9ページにあります。

い
た
「
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事

業
」
と
し
て
、
矢
田
川
を
は
じ
め

と
す
る
町
内
の
主
要
河
川
沿
い
な

ど
に
約
1
千
本
の
サ
ク
ラ
な
ど
を

植
樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
毎
年
10

月
の
最
終
日
曜
日
を
「
サ
ク
ラ
を

育
て
る
日
」
と
し
、
植
樹
し
た
サ

ク
ラ
を
大
切
に
育
て
て
い
く
と
と

も
に
、
新
た
に
結
婚
や
子
ど
も
の

誕
生
な
ど
、
人
生
の
節
目
や
記
念

を
機
会
に
植
樹
す
る
「
サ
ク
ラ
記

念
植
樹
の
森
」
づ
く
り
を
は
じ
め

る
な
ど
、〝
サ
ク
ラ
が
い
っ
ぱ
い
〞

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
も
、「
香
り
高
く
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
運
動
」
の
一
環
と
し
て

植
樹
活
動
な
ど
を
推
進
し
、「
サ
ク

ラ
の
ま
ち　

香
美
町
」
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

●
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（
染
井
吉
野
）　

　

葉
が
出
る
前
に
花
が
開
き
、
満
開

と
な
る
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
同
じ
く
、

満
開
時
に
は
花
だ
け
が
密
生
し
て
樹

体
全
体
を
覆
う
が
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
よ

り
も
花
が
大
き
く
派
手
。
花
期
は
4

月
上
旬
ご
ろ
。

●
エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
江
戸
彼
岸
）　
　

　

関
東
地
方
で
彼
岸
の
こ
ろ
に
咲
く

こ
と
か
ら
つ
い
た
名
前
。
萼が

く

と

う筒
の
下

部
が
丸
く
ふ
く
ら
む
の
が
特
徴
。
花

期
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
や
や
早
い
。

●
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
山
桜
）

　

日
本
の
野
生
の
桜
の
代
表
的
な
種
。

サ
ク
ラ
の
仲
間
で
は
寿
命
が
長
く
大

木
に
な
る
品
種
。
多
く
の
場
合
、
葉

芽
と
花
が
同
時
に
開
く
。
花
期
は
3

月
〜
4
月
頃
。

●
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
（
霞
桜
）

　

花
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
1
週
間

か
ら
2
週
間
ほ
ど
遅
く
、
新
緑
の
初

め
ご
ろ
に
咲
く
。
山
地
に
多
く
見
ら

れ
る
。

●
キ
ン
キ
マ
メ
ザ
ク
ラ
（
近
畿
豆
桜
）

　

豆
ザ
ク
ラ
の
一
種
。
近
畿
地
方
に

多
く
見
ら
れ
る
の
で
「
キ
ン
キ
」
の

名
が
付
い
て
い
る
。
小
さ
な
花
が
ま

ば
ら
に
咲
き
、
樹
高
も
３
〜
５
ｍ
の

小
柄
で
細
い
。
長
い
萼が

く

と

う筒
と
鋭
い
鋸

歯
の
葉
が
特
徴
。

●
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
大
山
桜
）

　

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
と
も
言
わ
れ
る
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

や
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
に
比
べ
、
花
が
赤

く
て
大
き
い
。
花
期
は
４
〜
5
月
。
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 犬の登録・狂犬病予防注射
―　ご都合のよい日時・会場で必ず受けてください　―

【香住区】
日程 対象地区 時　　間 場　　所

5
月
26
日
( 月 )

土生 9:00 ～ 9:02 土生区入り口

本見塚 9:08 ～ 9:10 本見塚区内

下岡 9:20 ～ 9:25 奥佐津地区公民館付近

上岡 9:35 ～ 9:40 奥佐津郵便局付近

隼人 9:45 ～ 9:50 隼人区公民館前

畑 10:00 ～ 10:05 畑区公民館前

三川 10:25 ～ 10:28 三川分校前

丹生地 10:45 ～ 10:50 丹生地構造改善センター前

九斗 10:58 ～ 11:00 九斗区公民館前

相谷 11:15 ～ 11:20 相谷区公民館前

安木 11:30 ～ 11:35 佐津地区健康管理施設前

訓谷 11:45 ～ 11:50 佐津地区公民館前

無南垣 13:00 ～ 13:05 香住第二中寄宿舎前

浦上 13:15 ～ 13:20 浦上区公民館前

上計 13:30 ～ 13:35 柴山地区公民館前

沖浦 13:50 ～ 13:55 沖浦区公民館前

境 14:05 ～ 14:10 境区公民館前

一日市 14:20 ～ 14:25 一日市区公民館前

若松 14:40 ～ 14:45 若松ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前

香住 15:05 ～ 15:30 香住文化会館前

5
月
27
日
( 火 )

八原 9:00 ～ 9:05 八原区公園

藤 9:10 ～ 9:12 藤橋付近

中野 9:18 ～ 9:20 中野区公民館前

小原 9:25 ～ 9:30 小原区公民館前

大野 9:35 ～ 9:40 大野橋付近

大谷・三谷
9:50 ～ 9:55 大谷橋（三谷側）

10:00 ～ 10:05 三谷下バス停

守柄 10:15 ～ 10:20 守柄橋付近

加鹿野 10:25 ～ 10:30 香住自動車教習所駐車場

森
10:40 ～ 10:45 森区公民館前

10:50 ～ 10:55 上下水道課前（旧水道事業所前）

間室 ･油良 11:00 ～ 11:05 油良区公民館前

七日市 11:20 ～ 11:25 七日市区神社

矢田・下浜 11:30 ～ 11:35 下浜区公会堂前

鎧 13:08 ～ 13:10 鎧港上屋付近

余部

13:25 ～ 13:30 市午橋付近

13:35 ～ 13:40 旧余部郵便局前

13:55 ～ 14:00 御崎駐車場

香住 14:30 ～ 15:00 旧三輪清駅前
給油所裏駐車場

【村岡区】
日程 対象地区 時　　間 場　　所

5
月
29
日
(木 )

福岡 9:30 ～ 9:45 福岡体育館

八井谷 9:50 ～ 9:52 八井谷公民館

大野 10:00 ～ 10:02 大野公民館

口大谷・中大谷 10:10 ～ 10:20 旧太谷荘前

大笹 10:25 ～ 10:30 大笹バス停

高坂 10:40 ～ 10:41 高坂神社

池ヶ平 10:45 ～ 10:46 池ヶ平公会堂

和池 10:50 ～ 10:52 和池四つ角

森脇 10:55 ～ 10:58 森脇公会堂前

黒田 11:05 ～ 11:10 黒田精米所

宿 11:15 ～ 11:20 宿公会堂

作山 11:30 ～ 11:32 作山橋

日影 11:40 ～ 11:55 日影体育館

耀山・市原 13:00 ～ 13:10 市原橋

高井・寺河内 13:15 ～ 13:30 寺河内バス停

光陽 13:35 ～ 13:45 光陽公会堂

大糠 13:50 ～ 13:52 大糠公会堂

萩山・板仕野 14:00 ～ 14:05 萩山バス停

神坂・相田 14:10 ～ 14:13 神坂バス停

村岡（大字 10 区） 14:20 ～ 14:35 つつじの里

鹿田・用野 14:40 ～ 14:45 鹿田公会堂

入江 14:50 ～ 14:55 入江バス停

和田・小城 15:00 ～ 15:05 和田公会堂

長板 15:10 ～ 15:15 長板公会堂

5
月
30
日
( 金 )

境 9:30 ～ 9:35 境公会堂

山田 9:40 ～ 9:43 山田ポンプ小屋

長瀬 9:50 ～ 9:55 長瀬バス停

味取・原 10:00 ～ 10:15 原診療所

長須 10:20 ～ 10:22 長須ポンプ小屋

高津 10:30 ～ 10:33 高津バス停

和佐父 10:40 ～ 10:43 和佐父公民館

川会 10:50 ～ 10:53 射添会館

丸味 11:05 ～ 11:07 丸味区県道出入口

柤岡 11:15 ～ 11:30 柤岡バス停

熊波 11:40 ～ 11:45 熊波公会堂

【小代区】
日程 対象地区 時　　間 場　　所

5
月
28
日
(水 )

石寺・広井 9:40 ～ 9:55 広井集会所

神水・水間・猪之谷
・神場 10:00 ～ 10:20 神水農協

ライスセンター

忠宮・実山・平野 10:25 ～ 10:35 忠宮堂の下

貫田 10:40 ～ 10:55 貫田集会所

東垣・鍛治屋・佐坊 11:00 ～ 11:10 東垣堂の前広場

大谷・城山・久須部
・熱田・野間谷 11:20 ～ 11:50 小代地域局車庫前

秋岡 13:15 ～ 13:35 秋岡バス停

新屋・茅野 13:45 ～ 14:00 新屋集会所駐車場

　犬を飼うときには、必ず犬の登録をして、予防注射を受けましょう！
◇注射は健康な犬を対象に行いますので、当日は犬の体調にご注意ください。
◇健康状態に不安がある場合には、注射を受ける前に獣医師へご相談ください。　　　
◇かかりつけの獣医師がある場合には、できるだけ動物病院で狂犬病予防接種を受けてください。
◇会場周辺でフンをしてしまった場合は、飼い主が責任を持って処分してください。
◇会場で暴れないよう、犬をしっかりとしつけられる人がお連れください。
◇生後 91 日以上の犬は、生涯１回の登録と毎年の注射が法律により義務づけられています。

●登録・狂犬病予防注射にかかる料金
・平成 19 年度までに狂犬病予防注射を受けた犬→注射 ･注射済票交付手数料　　　　　 ･･･3,200 円
・初めて登録し、狂犬病予防注射を受ける犬 →登録手数料 ･注射 ･注射済票交付手数料 ・･･6,200 円

●問い合わせ先

　役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

行政トピックス



7 ※役場各課など主な施設の電話番号は、9ページにあります。

〈
切
り
取
り
線
〉

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、『
町
長
へ
の
ご
意
見

箱
』
行
き
の
ハ
ガ
キ
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
左
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
点
線
に
沿
っ

て
切
り
離
し
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
封
書
な
ど
で
も
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w
w
w
w
.to
w
n
.m
ika
ta
-ka
m
i.lg
.jp
/

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　
　

０
７
９
６
・
３
６
・
３
８
０
９

　

な
お
、
ご
提
案
な
ど
の
内
容
を
匿
名
で
広
報
紙
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

役
場
総
務
部
企
画
課

 

皆
さ
ん
の
声
を
町
長
へ
！

　
　
　
　

〜
『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
行
き
ハ
ガ
キ
の
ご
利
用
に
つ
い
て
〜

　

４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
い
、
自
立
支
援
医
療

を
受
給
中
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
、
医
療
保
険
お
よ
び
世
帯
の
範
囲
の
変
更
に
よ

り
、
所
得
区
分
や
負
担
上
限
月
額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
う
自
立
支
援
医
療
の
支
給
認
定
事
項
の
変
更

●
４
月
２
日
以
降
に
受
給
者
ご
本
人

　

も
し
く
は
受
給
者
と
同
一
世
帯
の

　

人
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

　

保
険
者
と
な
る
場
合
（
指
定
認
定

　

事
項
変
更
日
は
、
変
更
届
を
提
出

　

し
た
日
の
翌
月
１
日
）

　
　

「
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

　

受
給
者
証
等
記
載
事
項
変
更
届
」

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
期
高

　

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

　

っ
た
場
合
は
速
や
か
に
、
変
更
届

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

変
更
を
届
け
出
て
か
ら
新
し

　

い
受
給
者
証
が
届
く
ま
で
の
間
、

　

指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
を
受

　

診
す
る
際
に
は
、
負
担
上
限
月

　

額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

　

と
を
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
申

　

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

●
４
月
１
日
に
、
受
給
者
ご
本
人
が

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

　

者
と
な
る
場
合
（
指
定
認
定
事
項

　

変
更
日
は
4
月
1
日
）

　

①
医
療
保
険
の
変
更
の
み
の
場
合

　
　
　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

　
　

局
健
康
福
祉
課
に
受
給
者
証
を

　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
受
給
者
証

　
　

に
医
療
保
険
の
変
更
を
記
載
し

　
　

ま
す
。

　

②
所
得
区
分
の
変
更
が
生
じ
る
場
合

　
　
　

新
し
い
受
給
者
証
を
発
行
し

　
　

ま
す
。
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ

　
　

ん
が
、
新
し
い
受
給
者
証
を
交

　
　

付
す
る
際
、
現
在
お
持
ち
の
受

　
　

給
者
証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
同
一
世
帯
に
、
４
月
１
日
に
後
期

　

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
人

　

が
い
る
場
合
（
指
定
認
定
事
項
変

　

更
日
は
4
月
1
日
）

　
　

所
得
区
分
の
変
更
が
生
じ
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉

　

課
ま
た
は
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。



行政トピックス

　兵庫県では、平成 18 年度から住民組織による

身近な活動の「場」づくりと活動の充実を支援す

るため、「県民交流広場事業」を本格的に行って

います。

　この県民交流広場事業により、香住区の長井小

学校区では、長井地区活性化推進協議会（後垣晶

一会長、28 人）が事業主体となり、香住区大野の

長井地区公民館別館（スポーツクラブ 21 ながい

クラブハウス）の改修や備品購入などが完了。4

月 11 日にオープンセレモニーが開催されました。

この施設整備は、「長井の郷
さ と

をもっと元気に、地

域の〝夢〟と〝やる気〟を〝かたち〟に実現したい」

という思いから取り組まれたもので、住民誰もが

気軽に集い、語らい、家族の健康づくり、コミュ

ニティの場として、活用が期待されています。

　町内の県民交流広場事業での取り組みは、昨年

4月に小代小学校区で整備された小代物産館（小

代区神水）に次いで 2例目となります。

【県民交流広場事業】
長井地区公民館別館 改修 ･備品購入など完了

〈
切
り
取
り
線
〉

　●香住小学校に来客用スリッパと
　　ブランコ修繕費用を！

　脇 節雄さん　　

　（前香住小学校長、

　豊岡市寿町）

寄贈いただきました

●問い合わせ先　役場総務部企画課

▲オープンセレモニーのテープカットの様子

▲感謝状を受け取った
　脇さん（写真右）

　平成 19 年度に香美町が行った次の事業は、
経費の一部として、総額 580 万円の兵庫県の
競馬収益金を財源とする自治振興資金の助成
（補助金）を受けました。

●下水道事業特別会計繰出事業
　一般会計から下水道事業特別会計（公共下
　水道）への繰出金
●観光開発整備事業
・柤岡公園誘導看板設置工事（村岡区熊波地内）
・今子浦観光案内看板設置工事（今子浦ファ
　ミリーパーク内）
・かにのまち香住歓迎看板設置工事（香住区
　八原地内）
●有害鳥獣防除事業
・町内の農会などが行う有害鳥獣防除柵等の
　設置に対する補助金
●廃発泡処理機整備事業
・廃発泡処理機更新整備工事（香住区守柄地内）
●生涯学習支援事業
・図書購入事業（村岡区中央公民館、小代区
　地域連携センター）

平成 19年度兵庫県自治振興助成事業

8

平成 19 年度 総事業費 9,683,830 円（全額県補助）
①長井地区公民館別館 ( スポーツクラブ 21 ながいクラブ
　ハウス ) の改修
　・内容　多目的スペースの確保、会議室の整備、ト　
　　　　イレの水洗化など
　・工期　平成 20 年 2月 18 日～ 3月 31 日
②備品購入
　会議テーブル、パイプいす、フィットネス機器など
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 20 年 4 月 21 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区若松　 丸大化粧品店 販売 不問 1 香住区隼人 マルカツ水産㈱ 事務 不問 1

香住区香住 ㈱日本海フーズ 大型車（13t）運転手 64 以下 １ 香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 2

香住区香住 (有) もりひろ商店 水産加工員 不問 1 香住区七日市 やまだ歯科医院 歯科衛生士 不問 2

香住区隼人 マルカツ水産㈱ 工場管理者 不問 1 香住区香住 ㈱コーク パン製造（コンセルボ） 不問 2

香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 不問 3 香住区香住 (有) 三七十 雑役 不問 1

香住区沖浦 ㈱カネト水産 水産加工員 不問 3 香住区七日市 ヤマモトロープ 販売 ･事務 不問 3

香住区七日市 やまだ歯科医院 歯科衛生士 不問 2 香住区香住 酒膳めいぷる 接客係 不問 1

香住区森 寺田ガス㈱ 営業 不問 2 香住区香住 ㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 3

香住区香住 マルヨ食品㈱ ルート営業 40 以下 1 香住区香住 ㈱トヨダ 販売（イートバリュー香住店） 不問 2

香住区香住 ㈱マルワ渡辺水産 販売事務 ･営業 不問 1 香住区香住 セコム㈱兵庫本部 セキュリティスタッフ 18 以上 3

香住区若松 (有)K-SIN TRANSPORT 運転手 不問 5 香住区下浜 旅館 佐小 接客 不問 3

香住区香住 (有) 三七十 調理師見習 不問 1
香住区香住 (有) アイ・ティー

飲食業接客 不問 2

香住区香住 (有) アイ・ティー
飲食業接客 不問 2 飲食業調理師見習い 不問 2

飲食業調理師見習い 不問 2 村岡区和田 北但西部森林組合 林業 39 以下 15

村岡区高井 入江精密工業 (有) 出荷事務員 不問 1 村岡区大糠 ㈱コメリハードアンドグリーン村岡店 販売員 不問 2

村岡区村岡 社会福祉法人香美町社会福祉協議会 ホームヘルパー 不問 2

▽パートほか（正社員以外） 村岡区大笹 (有) やよい 店頭販売員 不問 2

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 村岡区村岡 村岡日石㈱ 給油・洗車スタッフ 不問 2

小代区新屋
財団法人尼崎市スポーツ振興事
業団尼崎市立美方高原自然の家

施設清掃 不問 1
村岡区大糠 ㈱ナカケー村岡店 レジ部 不問 2

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（4/1 ～ 4/24）の届出分の内、承諾を得た
方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（4/1 ～ 4/24）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　上下水道課　36・0420　　議会事務局　36・1963
村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

　今年度も町では、5月 7 日（火）の香住地区
を皮切りに、町内 10 会場で、町長をはじめ町幹
部職員が、町民の皆さんと意見交換を行う「町
政懇談会」を開催します。
　皆さんのご参加をお待ちしております。

●主な内容
①平成 20 年度町政の推進について
②上下水道料金の改定について
③全但バス路線休止にかかる対応について

平成 20 年度町政懇談会の開催

開催日時 対象地区 会場

5月  7 日（火）

19:30
～

香
住
区

香住地区 香住文化会館

5月  9 日（金） 余部地区 余部地区公民館

5月 13 日（火） 奥佐津地区 奥佐津地区公民館

5月 14 日（水） 佐津地区 佐津地区公民館

5月 16 日（金） 柴山地区 上計ふれあい会館

5月 20 日（火） 長井地区 長井地区公民館

5月 22 日（木） 　小代区 小代区総合センター

5月 26 日（月） 村
岡
区

村岡地区 村岡老人福祉センター

5月 28 日（水） 兎塚地区 兎塚地区公民館

5月 29 日（木） 射添地区 射添地区公民館

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

4
月
6
日
、
村
岡
区
大
笹

の
ハ
チ
北
高
原
で
、
恒
例
の

「
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
雪
が
残
る

高
原
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
顔

を
出
す
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
が
春
の

訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
の
群
生
地
で
は
、
訪
れ
た

観
光
客
が
、
小
川
の
ほ
と
り

な
ど
に
ぷ
っ
く
り
と
顔
を
出

す
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
を
カ
メ
ラ
に

収
め
よ
う
と
、
い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
っ

て
い
ま
し
た
。　

　

お
坊
さ
ん
が
法
衣
を
か

ぶ
っ
て
座
禅
を
組
ん
で
い
る

姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
た
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
は
、

兵
庫
県
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
り
の
会
場
で
は
、

但
馬
牛
す
じ
焼
き
そ
ば
、
但

馬
牛
コ
ロ
ッ
ケ
、
ぜ
ん
ざ
い
、

漬
物
な
ど
、
観
光
関
係
者
や

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
産

品
の
販
売
や
バ
ザ
ー
も
行
わ

れ
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
ハ
チ
北
観
光

協
会
の
西
村
昌
樹
理
事
長
は

「
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
は
県
で
も
数

少
な
い
貴
重
な
植
物
で
あ
る

た
め
、
地
元
と
し
て
も
大
切

に
保
護
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ハ
チ
北
高
原
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
祭
り

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
と
も
に
春
が
や
っ
て
来
た

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

　

4
月
9
日
、
町
内
の
各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
１
年
生
は
全
町
で
１
６
4
人
。
入
学
式
の
後
、
教
室
で

担
任
の
先
生
の
話
を
聞
い
た
り
、
真
新
し
い
教
科
書
を
広
げ
た
り
。

そ
わ
そ
わ
、
モ
ジ
モ
ジ
、
緊
張
し
た
り
。

　

み
ん
な
、き
ら
き
ら
と
し
た
目
で
、名
前
を
呼
ば
れ
る
と
「
は
い
」

と
元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
小
学
校 

入
学
式

ぴ
っ
か
ぴ
か
の
１
６
４
人
新
一
年
生

入
学
お
め
で
と
う
！

▲

特産品の販売も大人気

▲雪解け水が流れる小川のほとりに咲くザゼンソウ
▲

香住区・長井小学校の新入生の皆さん

▲

村岡区　射添小学校の新入生の皆さん

▲

小代区　小代小学校の新入生・保護者の皆さん
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余
部
鉄
橋
の
架
け
替
え

工
事
に
伴
い
、
今
春
の
サ

ク
ラ
の
見
ご
ろ
が
終
わ
る

と
と
も
に
、
餘
部
駅
東
側

の
山
肌
に
設
け
ら
れ
た
展

望
台
が
4
月
11
日
に
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
海
を
バ
ッ
ク
に
鉄

橋
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
展
望
台
は
、
絶
好
の
撮

影
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
鉄
道

フ
ァ
ン
や
観
光
客
に
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。
今

の
鉄
橋
の
約
７
ｍ
南
側
に
新
し
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
架

け
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
工
事
に
支
障
が
あ
る
た
め

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
工
事

の
影
響
で
伐
採
さ
れ
る
予
定
の
展
望
台
前
の
サ
ク
ラ
は
、

４
月
２
日
ご
ろ
か
ら
咲
き
始
め
、
快
晴
と
な
っ
た
５
日
、

６
日
の
土
日
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

日
本
海
を
バ
ッ
ク
に
サ
ク
ラ
と
鉄
橋
の
姿
を
カ
メ
ラ
に
収

め
て
い
ま
し
た
。
余
部
鉄
橋
の
写
真
を
40
年
以
上
撮
り
続

け
て
い
る
千
﨑
密
夫
さ
ん
（
香
住
区
西
）
は
「
最
も
季
節

を
表
す
サ
ク
ラ
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
。
開
花
具
合
の

問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
写
真
仲
間
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
」
と
名
残
惜
し
そ
う
で
し
た
。

　

町
と
地
元
余
部
地

区
で
は
、
架
け
替
え

工
事
完
成
後
に
、
新

た
に
サ
ク
ラ
の
植
樹

を
行
い
、
新
余
部
橋

梁
と
サ
ク
ラ
が
織
り

成
す
景
観
づ
く
り
を

進
め
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

余
部
鉄
橋
展
望
台
、
サ
ク
ラ
が
今
春
限
り

サ
ク
ラ
・
鉄
橋
・
日
本
海
、
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
惜
し
ま
れ　
　
　
　

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

▲展望台でシャッターをきる多くのカメラマン

▲

今年も満開となった鉄橋のサクラ

  

4
月
10
日
、
第
１
回
目
の

「
転
び
に
く
い
体
づ
く
り
教

室
」
が
村
岡
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の

65
歳
以
上
の
男
女
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
寝
た
き
り
」
に

な
る
原
因
の
3
番
目
に
多
い

の
は
「
転
倒
に
よ
る
骨
折
」

で
あ
る
と
い
う
統
計
の
結
果

を
受
け
、
町
教
育
委
員
会
の

主
催
で
、
元
気
に
楽
し
く
体

を
動
か
し
、
転
び
に
く
い
体

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
目
的
で

計
６
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

る
教
室
で
す
。

  
転
倒
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
参
加
者

は
、
町
民
歌
に
振
り
付
け
し
た
「
い
き
い
き
体
操
」
で
体

を
温
め
た
後
、
10
ｍ
の
全
力
歩
行
や
最
大
１
歩
幅
の
測
定

で
健
脚
度
を
み
た
り
、
踏
台
昇
降
や
歌
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
す
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で

楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

体
操
後
の
茶
話
会
で
は
、
健

康
の
話
題
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
同
士
が
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
中
村
輝

子
さ
ん
（
村
岡
区
野
々
上
）

は
「
今
年
で
80
歳
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
っ
て

体
を
動
か
し
て
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

す
」
と
元
気
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

転コ

ロ

び
に
く
い
体

か
ら
だ

づ
く
り
教
室

コ・

・

・

・

ロ
か
ら
教
室
で
、
健
康
・
長
生
き
！

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

　

春
ら
し
い
穏
や
か
な
天

気
の
４
月
20
日
、
サ
ク
ラ

が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
小
代

区
広
井
の
小
代
古
代
体
験

の
森
で
、
桜
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
振

る
舞
わ
れ
た
赤
米
や
黒
米

を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
な
ど

を
味
わ
い
な
が
ら
、
花
を

楽
し
む
な
ど
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
望
者
が
勾ま

が

た

ま玉

づ
く
り
や
火
お
こ
し
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
日
ご
ろ
味
わ
え

な
い
貴
重
な
体
験
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

小
代
古
代
体
験
の
森
付
近
で
は
、
53
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
満
開
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
の
「
さ
く
ら
記
念

植
樹
の
森
」
づ
く
り
で
植
え
ら
れ
た
20
本
の
オ
オ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
も
あ
り
、
こ
れ
ら

全
て
の
サ
ク
ラ
の
花
が

咲
く
の
が
と
て
も
待
ち

遠
し
い
も
の
で
す
。

　

家
族
で
訪
れ
た
本
城

由
佳
さ
ん
（
小
代
区
秋

岡
）
は
「
ち
ょ
う
ど
サ

ク
ラ
が
満
開
で
と
て
も

す
ば
ら
し
い
で
す
。
古

代
食
も
お
い
し
い
し
、

今
日
は
家
族
で
の
ん
び

り
と
お
花
見
を
楽
し
み

ま
す
」
と
に
こ
や
か
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
代
古
代
体
験
の
森　

桜
ま
つ
り

サ
ク
ラ
を
見
な
が
ら
、
古
代
食
を
ど
う
ぞ

（
小
代
区
）

▲サクラの下で古代食を味わう参加者

▼勾玉づくりにチャレンジする参加者

▲「いきいき体操で」体をほぐします

▼ほっと一息、茶話会で心もほぐれました
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

編
集
後
記

まちのうごき
（平成 20年 4月 1日現在）

合　計　21,811 人（－ 124）

　男　　10,380 人（－ 63）

　女　　11,431 人（－ 61）

世帯数  6,937 世帯（－ 20）
カッコ内は前月比

　

４
月
９
日
、
町
内
の
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
、
全
町
で
小
学
校
は
１
６
４
人
、
中
学
校
に

は
２
１
６
人
が
新
１
年
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。

　

取
材
で
訪
ね
た
香
住
区
の
長
井
小
学
校
で
は
、

体
育
館
で
の
入
学
式
の
後
、
６
人
の
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
１
年
生
は
上
級
生
に
導
か
れ
、
教
室
ま
で
戻
る

と
、
緊
張
が
解
け
て
早
速
ト
イ
レ
に
駆
け
込
ん
だ

り
、
教
室
の
自
席
に
座
っ
て
、
足
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ

せ
た
り
、
机
の
上
の
教
科
書
な
ど
を
開
い
て
み
た

り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
小
学
校
で
の
生
活
に
ワ
ク

ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
表
情
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
背
筋
を
し
ゃ
ん

と
伸
ば
し
て
手
を
挙
げ
て
、「
は
い
っ
」
と
元
気
よ

く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ば
れ
る
こ

と
が
、
と
っ
て
も
大
切
で
う
れ
し
い
と
い
っ
た
雰

囲
気
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
子
ど
も
の

順
番
が
来
る
と
、「
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か
な
。
が
ん

ば
っ
て
！
」
と
祈
る
よ
う
な
表
情
で
少
し
大
き
め

の
制
服
姿
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
朝
、
黄
色
い
カ
バ
ー
を
付
け
た
真
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
が
、
登
校
の
集
合
場
所
に
向
か
っ
て
、

て
く
て
く
歩
い
て
い
く
姿
。
5
年
後
に
は
6
年
生
。

ラ
ン
ド
セ
ル
が
小
さ
く
な
り
、
一
回
り
も
二
回
り

も
成
長
し
、
面
倒
見
の
い
い
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　

（
今
西
）

開通、南北に繋がる国道９号と合わ
せて、交通のかなめとなっています。
  商業では、東上から新町にかけて
村岡商店街が軒を並べるほか、国道
沿線にも商業施設が集まっています。
  村岡地区は、江戸時代の初期、山
名氏が陣屋を構えて以来、1万 1千
石の城下町として栄えました。現在
も殿町に残る武家屋敷が昔日の姿を
伝えています。また、旧美方郡役所
を復元した民俗資料館「まほろば」
や御

ご て ん や ま

殿山公園の「村岡藩資料館」に
は、祖先の生活・生産道具、古文書、
出土品などが展示してあります。 
村岡山名藩祖の山名豊国公以来の陣
屋跡を整備した「御殿山公園」は、
桜の名所としても親しまれていま
す。そのほか国や県が指定する貴重
な文化財をもつ黒野神社（川上）や
郡
ぐ ん し ゅ

主神社（板仕野）、三
さ ん の た に

の谷壁画古
墳（高井）や文堂古墳・長

ち ょ う じ ゃ が な る

者ヶ平古
墳（寺河内）、一

ほ い と う げ ご び ょ う

二峠御廟など歴史
的に興味深いものが多くあります。
水上にある「海底面の流痕化石」は、
約 1,500 万年前の海底面の土砂を含
んだ海水が流れた跡を示し、全国的
にも非常に珍しいものです。 
  また、毎年８月に開催される「村
岡ふる里まつり」は、村岡商店街を
歩行者天国にして、地元小学生によ
る「子ども大名行列」や「金管バン
ド」などが行われ、大変賑わいます。
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◆地区の世帯数と人口 (H20.4.1 現在　町民課調べ )

村岡地区
合　計

807 1,135 1,252 2,387

村岡温泉村岡温泉

県立村岡高校県立村岡高校

ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて

 村岡地区

一二峠一二峠

1

1

2

2 ３

３

　村岡地区は、東
ひがしかみ

上、東
ひがしなか

中、本
ほ ん ま ち

町、野
の の う え

々上、殿
と の ま ち

町、水
み な か み

上、川
か わ か み

上、

中
な か に し

西、新
し ん ま ち

町、西
に し ほ ん ま ち

本町からなる大字村岡と、用
よ う の

野、鹿
し か だ

田、相
あ い だ

田、

神
か ん ざ か

坂、萩
は ぎ や ま

山、板
い た し の

仕野、大
お お ぬ か

糠、光
こ う よ う

陽、高
た か い

井、寺
て ら か わ う ち

河内、耀
か か や ま

山、市
い ち ば ら

原

からなります。

  この地区は、役場村岡地域局、村岡区中央公民館、村岡老人福祉
センター、公立村岡病院などの主要な施設が集まっています。また、
蘇武トンネルの完成により、北但馬の東西を結ぶ国道４８２号が

蘇武岳 1074.4蘇武岳 1074.4

区　名 世帯数
人口

男 女 計

東　上 52 87 93 180

東　中 31 41 45 86

本　町 35 52 53 105

野々上 42 62 51 113

殿　町 36 42 51 93

水　上 66 36 72 108

川　上 35 54 55 109

中　西 30 39 52 91

区　名
世帯

数

人口

男 女 計

大　糠 25 38 43 81

光　陽 39 72 75 147

高　井 36 52 55 107

寺河内 38 70 58 128

耀　山 32 50 52 102

市　原 36 48 61 109

区　名 世帯数
人口

男 女 計

新　町 54 81 83 164

西本町 80 96 101 197

用　野 16 20 25 45

鹿　田 15 27 32 59

相　田 12 16 26 42

神　坂 18 35 47 82

萩　山 38 54 57 111

板仕野 41 63 65 128

民俗資料館まほろば民俗資料館まほろば

光陽光陽

海底面の流痕化石海底面の流痕化石

村岡村岡
村岡ふる里まつり村岡ふる里まつり
子ども大名行列子ども大名行列


